
「新たな教育モデル」連携準備会の概要①

目 的

○平成33年度（2021年）の新大学の開学に合わせ
て，県内企業や大学，国際機関など，様々な主体
が連携可能な「プラットフォーム」を構築する。

○企業等の課題解決演習への参画など，教育面で
の提携を進めるとともに，県内大学が連携して
単位互換や共同講座等を⾏うことにより，県内
高等教育の充実を目指す。

○県内大学や企業等との具体的な連携内容の調整
を進める。

構成員

○県内大学・短大 ２０大学・短大
○企業・団体等 ４７社
○市町 ２３市町
○国際機関 ２機関
○高校関係団体 １団体 （※H31.4.23現在）
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「新たな教育モデル」連携準備会の概要②
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≪組織体制≫

準備会
「新たな教育モデル連携準備会」

○事務局
広島県環境県⺠局⼤学教育振興担当
（会⻑：広島県県⺠⽣活部⻑）

・年1～２回開催

・部会での検討状況の

報告・共有，全体方針

の協議・決定

【【【【大学・高校関係団体大学・高校関係団体大学・高校関係団体大学・高校関係団体】】】】

・年数回開催

・県内大学や高校関係団体との

連携内容の調整

【【【【企業・経済団体・国際機関・市町企業・経済団体・国際機関・市町企業・経済団体・国際機関・市町企業・経済団体・国際機関・市町】】】】

・年数回開催

・賛同企業等との連携内容の調整

大学・高校連携部会企業・団体等連携部会



企業・団体等部会で調整する内容①
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�課題解決演習（PBL)
・新大学の課題解決演習における課題提供とサポート

�インターンシップ
・国内外におけるインターンシップ受入れ

�キャリア・アドバイザリー・ボード
・企業社員や自治体職員をメンターとして登録

�講師・ゲストスピーカー
・企業等における専門家を登録、派遣

主な調整内容



企業・団体等部会で調整する内容②
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≪課題解決演習（PBL）での連携（1）≫

春入学春入学春入学春入学

夏
休
み

秋
休
み

冬
休
み

春
休
み

秋秋秋秋入学入学入学入学春学期
夏学期 秋学期 冬学期基本形100分×2回×7週＝2単位

■３か月単位の課題解決演習の展開■３か月単位の課題解決演習の展開■３か月単位の課題解決演習の展開■３か月単位の課題解決演習の展開

■■■■ 完全クォーター制の学事暦を活用した課題解決演習の実施完全クォーター制の学事暦を活用した課題解決演習の実施完全クォーター制の学事暦を活用した課題解決演習の実施完全クォーター制の学事暦を活用した課題解決演習の実施

現地調査現地調査現地調査現地調査

・情報収集・情報収集・情報収集・情報収集

情報分析情報分析情報分析情報分析

・仮説検証・仮説検証・仮説検証・仮説検証

解決策の解決策の解決策の解決策の

検討検討検討検討

本質的な本質的な本質的な本質的な

課題の課題の課題の課題の

発見発見発見発見

課題設定課題設定課題設定課題設定

プレゼンプレゼンプレゼンプレゼン

振り返り振り返り振り返り振り返り

仮説を立て，仮説を立て，仮説を立て，仮説を立て，

調査準備調査準備調査準備調査準備

企業・ＮＰＯ企業・ＮＰＯ企業・ＮＰＯ企業・ＮＰＯ

・自治体等・自治体等・自治体等・自治体等

企業・ＮＰＯ企業・ＮＰＯ企業・ＮＰＯ企業・ＮＰＯ

・自治体等・自治体等・自治体等・自治体等

企業・ＮＰＯ企業・ＮＰＯ企業・ＮＰＯ企業・ＮＰＯ

・自治体等・自治体等・自治体等・自治体等適時協力の相談



企業・団体等部会で調整する内容③
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≪課題解決演習（PBL）での連携(2)≫
新大学企業・自治体

窓口部門

（担当者）

関連部門

（担当者）

関連部門

（担当者）

関連部門

（担当者）

担当教員

１～５チーム



企業・団体等部会で調整する内容④
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≪課題解決演習（PBL）での連携(3)≫
テーマ（例）

IT企業（研究所） ：グローバルコミュニケーション改善

自動車（研究所） ：２０××年の新サービス開発

通信社（事業開発） ：ヘルスケア新サービス開発

食品会社（事業開発）：新商品開発（ヒット商品）

重工業（地域連携） ：地域貢献ビジネス開発

自治体（区役所） :地域の魅力を生かしたまちづくり提案

商店街 ：商店街活性化のための施策

まちづくり会社（財団）：移住促進のための施策

モデルケースを策定予定

ご協力を宜しくお願い致します。



企業・団体等部会で調整する内容⑤
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≪課題解決演習（PBL）での連携(4)≫
課題解決演習への参加メリット

� 企業・自治体等の課題解決のヒント、多様な視点の獲得
・企業や自治体が直面する課題の解決に、既存の枠にとらわれない斬新なアイデア
や学生が集めた市場調査の結果が活用可能

� 企業・⾃治体の認知度向上
・企業や⾃治体における学⽣に対する認知度向上の機会とともに、社会に対しても
地域人材育成を通した貢献の場として活用

� 企業社員や自治体職員の人材育成
・学⽣等への指導やコーチングの機会を通じて、社員・職員⾃⾝の能⼒向上やモチ
ベーションの向上につながる



企業・団体等部会で調整する内容⑥
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≪インターンシップ≫
企業・NPO等

インターンシップ

プログラムA

インターンシップ

プログラムB

インターンシップ

プログラムC

インターンシップ

プログラムD

インターンシップ

プログラムE

インターンシップ

プログラムF

登
録

新大学

単位認定

インターンシップ

基準については今後検討予定

前提として２週間以上の期間

県内大学



企業・団体等部会で調整する内容⑦
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≪キャリア・アドバイザリー・ボード≫
企業・NPO等

若手社員A

若手社員B

若手社員C

若手社員D

若手社員E

若手社員F

登
録

新大学マ
ッ
チ
ン
グ

学生

県内大学



企業・団体等部会で調整する内容⑧
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≪講師・ゲストスピーカー≫
企業・NPO等

専門家社員A

専門家社員B

専門家社員C

専門家社員D

専門家社員E

専門家社員F

登
録

新大学

講義

専任教員

調整

県内大学



大学・高校連携部会で調整する内容①

11

≪新大学と他大学の連携≫
新大学 県内大学

◆具体的な取組事例
①単位互換制度
・新大学の課題解決演習に他大学の学生が参加
・他大学の授業を新大学の学生が受講 等
②共同講座
・大学同士で個別に連携して共同講座の開設 等
③教員の交流
・県内大学の教員が他大学に出向き講義 等

※ 並⾏して教育ネットワーク中国との連携・役割分担について調整を
進める。



大学・高校連携部会で調整する内容②

≪県内大学のネットワーク構築≫

◆具体的な取組事例
・県内大学をネットワークで結び，大学間の移動なく受講可能
な遠隔講義システムの検討（SINETの活用）等
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大学・高校連携部会で調整する内容③

≪高大接続≫
新大学 県内高校

◆具体的な取組事例
・高校生向けに出前講座，公開講座を実施
・新⼤学の教員を⾼校へ派遣し，課題発⾒・解決学習の指導・
助言 等
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今後のスケジュール①

平成31年度
（2019）

平成32年度
（2020）

平成33年度
（2021）

連
携
連
携
連
携

連
携
のの のの
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

モ
デ
ル
ケ
ー
ス

モ
デ
ル
ケ
ー
ス

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
作
成
作
成
作
成

作
成

（（ （（
課
題
解
決
演
習
等

課
題
解
決
演
習
等

課
題
解
決
演
習
等

課
題
解
決
演
習
等
）） ））

文
科

省
へ

設
置

認
可

申
請

文
科

省
設
置

認
可

【【 【【
設
立
設
立
設
立

設
立
】】 】】
「「 「「
新新 新新
た
な
た
な
た
な
た
な
教
育
教
育
教
育

教
育
モ
デ
ル

モ
デ
ル

モ
デ
ル

モ
デ
ル
」」 」」

連
携
準
備
会

連
携
準
備
会

連
携
準
備
会

連
携
準
備
会

10月 ８月

≪企業・団体等連携部会≫

4月
新大学
開学

7月5〜6月4月 8〜9月

連
携
承
諾
書

連
携
承
諾
書

連
携
承
諾
書

連
携
承
諾
書
のの のの
受
領
受
領
受
領

受
領

【【 【【
部
会
部
会
部
会

部
会
】】 】】
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
提
示
提
示
提
示

提
示

個別の連携内容の調整個別の連携内容の調整個別の連携内容の調整個別の連携内容の調整 連携開始連携開始連携開始連携開始

※適宜部会を開催する。
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今後のスケジュール②

平成31年度
（2019）

平成32年度
（2020）

平成33年度
（2021）

文
科
省
へ

設
置
認
可
申
請

文
科
省

設
置
認
可

10月 ８月

≪大学・高校連携部会≫

4月
新大学
開学

7〜8月5月4月 9月

○○○○ 県内県内県内県内大学の要望調査・個別の連携内容の調整大学の要望調査・個別の連携内容の調整大学の要望調査・個別の連携内容の調整大学の要望調査・個別の連携内容の調整

単位互換制度，共同講座，教員の交流，

ネットワーク構築，高大接続 等

○○○○ 教育ネットワーク中国との調整教育ネットワーク中国との調整教育ネットワーク中国との調整教育ネットワーク中国との調整

連携開始連携開始連携開始連携開始

【【 【【
設
立
設
立
設
立

設
立
】】 】】
「「 「「
新新 新新
た
な
た
な
た
な
た
な
教
育
教
育
教
育

教
育
モ
デ
ル

モ
デ
ル

モ
デ
ル

モ
デ
ル
」」 」」

連
携
準
備
会

連
携
準
備
会

連
携
準
備
会

連
携
準
備
会

システムの導入検討システムの導入検討システムの導入検討システムの導入検討

※適宜部会を開催する。

【【 【【
部
会
部
会
部
会
部
会
】】 】】
検
討
状
況

検
討
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況
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況
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況
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報
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報
告
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方
針
等

方
針
等

方
針
等

方
針
等
のの のの
説
明
説
明
説
明
説
明

段階的にシステム整備段階的にシステム整備段階的にシステム整備段階的にシステム整備

シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム
導
入
導
入
導
入

導
入

調
査
調
査
調
査

調
査
（（ （（
一
部
一
部
一
部

一
部
）） ））
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ニーズ調査への協力のお願いについて

新⼤学の設置認可申請のため，ニーズ調査を⾏います。
≪実施概要(予定)≫
〇調査時期 ６月17⽇〜７⽉５⽇
〇アンケートの送付・回収 公⽴⼤学法⼈県⽴広島大学が委託して実施

受験生（現在高校受験生（現在高校受験生（現在高校受験生（現在高校2222年生）向け年生）向け年生）向け年生）向け 企業向け企業向け企業向け企業向け

目的目的目的目的 新大学に入りたいと考える受験生数の把握

新大学を卒業した人材を採用したいと考える

企業等の数の把握

対象対象対象対象 〇県内のすべての高校

〇 プラットフォーム参画企業等

〇採用が見込まれる分野の企業等

（合計2,000社程度）

送付物送付物送付物送付物

〇 アンケートご協力のお願い(受験生向け)

〇 新大学のリーフレット

〇 アンケート用紙(受験生向け)

〇 回収・返送用の宅配専用封筒(着払)

〇 アンケートご協力のお願い(企業向け)

〇 新大学のリーフレット

〇 アンケート用紙(企業向け)

〇 回収・返送用の宅配専用封筒(着払)

送付先送付先送付先送付先 進路指導担当部署 採用担当部署

ご協⼒よろしくお願いします。
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